




どの気体を多量に吸蔵す ることを見つけた。 これ らのジカルボン酸銅(皿)は4
～6Aの 無数の細孔 を持 ち、その径 の均一度 はゼオ ライ トに勝 るもので ある。
また、いろいろなジカルボ ン酸を用いることによって、細孔径を制御できる利
点を持っている。 したが って、我々の見つけたジカルボン酸銅(II)は ゼオ ラ
イ トに代わる機能性細孔物質 として有望である。
我 々 の機 能 性 細 孔物 質 の基 本 は酢 酸 銅(II)一 水 和 物 型 二 核構 造 で あ る
(図1a)。 始 めに見 っ けたテ レフタル酸銅(II)は この二核構 造 をジカルボ
ン酸で架橋 した もので 、二次元格子 骨格 が基本構造物 であ る
三 次元 骨格 上 記 の二 次元 骨格 の間 を ピラジ ンな どで架橋 す れ ば、
三 次元 骨格 が得 られ る。 ジカル ボ ン酸 ル テニ ウム(II,HI)ハ ロゲ ン化 物 は
三次元 骨格で あ る(図1b)。





図11.酢 酸銅(u)一 水 和 物
b.Ru2(u,ni)(00C●COO)4Clの 三 次元 骨格
c.Rh2(R{00)40の 一次元骨格 と積層構造
d.M2(R-C∞)4の 零次元骨格 と積層構造
形成 し、 多量 の気体 を吸蔵 す る ことを見 つ けた。 この形 の金属 錯体 で も
テ レフタル酸 銅(II)と同程 度 の吸蔵 量 を示す もの も得 られた。 この形 の化
合物 はベ ンゼ ン環 な どの積 層 に よっ て作 られ て い るので、細 孔 の形成 に
偶 然性 が あ る。 しか し、金 属 イオ ン、カル ボ ン酸 、架橋 配位 子 の選択 の
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巾が広 く、熱的 に も安 定(約300℃ で分解す る)で あ るので 、今後 の発
展 が期待で きる。
零 次元錯体 図1dの 様 な二核基本構造 を積層 させ る こ とによ って 、
細 孔 を構築 す る ことがで き る。 これ によ って細 孔 の構 築 が よ り容 易 とな
る。
実用化の点では、天然ガスの吸蔵量が最高級の活性炭よ りも優れているこ
とがわかった。 昨今 、自動車の排ガスの問題でガソリンに代わ る燃料が検討
されているが、我々のジカルボン酸銅(1【)の開発を進めれば、天然ガス 自動車
が容易とな り、排ガスの問題の改善が期待できる。その他 これ らの細孔物質は、
細孔を利用 した分子ふるい
細孔中でのブタジエ ン、アセチレンなどの分子の整列 による、立体規則性 を
もったポ リマーの合成および超分子の合成。
触媒機能の発現
な どの機能を持っていることが明 らかにな り、現在それ らの機能 を応用 して地
球環境の改善に取 り組んでいる。
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